
医療事故情報収集等事業 第28回報告書のご案内

1 報告の現況

(1)医療事故情報収集 分析 提供事業 (対象 :平成 23年 10月 ～12月 に報告された事例)

表 1 報告件数及び報告医療機関数         表2 事故の概要
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第28回報告書29～32頁蓼照

(2)ヒヤリ ハット事例収集 分析 提供事業 (対象 :平成2年 10月 ～12月 に発生した事例)

1)参加嘲 関数 1051饉例情報報告

-573施
設を含む

2)報告件数 G請 28回報告書54～59頁参照)

①発留牛数情報報割牛数 :15,115件  (報告医療機関数
“

6施詢

②事例情報報割牛数 :餞 203件 衛語 医療機敵  89施ω

2印 霧 故開 翰 榊 際 倒 初

従来「共有すべき医療事測需詢 として取り上げた事例に、さらに分析を加え、日箇別のテーマの検訓犬山 の項

目で取り上lJ~いま九 今回の個別のテーマ|ま下記の通りt

(1)薬剤銀 間等儀 ,佐ヨこ関連した医療事故                  【第郎回望告書 82～ l16貢参照】

(2)自 己管理楽に関連した区蔑封漿                       【第
"回

報告書 117～ 138頁参照】

(3)術後害者つ硬膜外四こま訪諮入すべき葉剤を静脈にユ した罰列        【第お口報幸 139～ 147頁参照】

(4)珈場こが単独でインスリンの判●を誤つて準備し患者に投与した詞可        【第28回報告書 1墾～153貢参照】

3 再発 類似事例の発生状況 (第 28回報告書 154～ 168頁刻0
これま¬口別テーマや「共有すべき藤 調清軸 、「医療麦劉浄調 として取り上のヒ内容の中から再発‐類似事

例が発生したものを取りまとめていま九 今回取り上げた再発 馴以詞列は下記の通りt
(1)レ諮介助時鵜                   り ヽ つ   師 28回報告書156～159頁参照】

(2)「 [ス タン イ`Jにした人瑯 の開始S■J       C瑣安樹洋証M●    I第 28国報告書 160～ 162頁参照】

(3)「 PTPシートの誤欽J                修場●謝青4Mア)  I第 28回報告割 63～168頁参照】

*詳細につきましては、本事業のホームページ Gttp:/71A 舶●stt jp)を ご覧くださセ、


